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そ
の
日
、
朝
か
ら
の
雨
も
あ
が
り
、
上
野
の
杜
は
穏
や
か
な

秋
の
日
を
迎
え
て
い
た
。
竹
の
台
陳
列
館
で
は
、
院
展
も

開
幕
し
、
横
山
大
観
の
「
生
々
流
転
」
が
話
題
を
さ
ら
お
う
と

し
て
い
た
。
で
も
学
校
は
ま
だ
夏
休
み
。
閑
散
と
し
た
い
つ
も
の

昼
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
そ
の
時
、
時
代
を
変
え
る
大
地
震
が

お
こ
っ
た
。
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
。
幸
い
学
校
の

建
物
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
上
野
公
園
は
時
間
と
と
も

に
下
谷
、
浅
草
、
神
田
、
本
所
、
深
川
、
日
本
橋
な
ど
、
被
害

の
大
き
か
っ
た
地
域
か
ら
の
避
難
地
と
し
て
、
五
十
万
と
も
い
う

人
々
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
っ
た
。
校
内
も
一
時
、
一
万
人
以
上

の
人
で
身
動
き
も
と
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

鈴
木
信
一
は
、
そ
の
対
応
に
獅
子
奮
迅
の
働
き
を
し
た
。
教

務
掛
主
任
で
校
内
に
住
ん
で
い
た
彼
の
奮
闘
は
、「
震
災
日
記
」

（
校
友
会
月
報
　
二
二
―
五
）
に
詳
し
い
。
人
々
が
、
ま
ず
求
め

た
の
は
飲
み
水
。
校
内
の
二
つ
の
古
井
戸
を
使
っ
た
。
し
か
し
最

大
の
脅
威
は
火
事
。
東
京
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
煙
は
、
遠
く
高
崎

か
ら
も
見
え
た
と
い
う
。
翌
二
日
夜
、
風
向
き
が
変
わ
り
、
松

坂
屋
を
焼
い
た
炎
が
上
野
の
杜
に
迫
る
と
、
人
々
は
火
の
な
か
っ

た
谷
中
か
ら
田
端
方
面
へ
と
避
難
し
た
。
降
り
注
ぐ
火
の
粉
の

中
を
大
移
動
す
る
人
々
の
阿
鼻
叫
喚
は
、
さ
な
が
ら
地
獄
絵
巻

の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
鈴
木
ら
は
、
必
死
に
校
舎
を
火
の
粉
か

ら
守
っ
た
。
類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
校
内
に
残
っ
た
の
は
、
千
人
あ

ま
り
。
食
糧
難
、
病
気
と
続
い
た
困
難
を
経
て
、
授
業
が
再
開

さ
れ
た
の
は
、
二
ヵ
月
後
の
十
一
月
一
日
だ
っ
た
。

し
か
し
大
災
害
の
時
に
は
、
奇
妙
な
精
神
的
ト
ラ
ン
ス
も
お
こ

る
ら
し
い
。
校
友
会
月
報
の
同
じ
号
に
の
っ
た
「
震
災
漫
画
記
」

は
、
意
図
的
に
か
拍
子
ぬ
け
す
る
ほ
ど
明
る
い
。
描
い
た
の
は
学

生
の
安
本
亮
一
。
彼
自
身
、
焼
け
出
さ
れ
て
、
学
校
で
被
災
者

の
救
援
に
あ
た
っ
て
い
た
。
ま
た
朝
倉
文
夫
は
、
粉
々
に
な
っ
た

ロ
ダ
ン
の
石
膏
像
「
青
銅
時
代
」
を
完
全
に
修
復
し
た
。
こ
の

像
は
、
デ
ル
ス
ニ
ス
が
学
生
・
教
官
の
研
究
の
た
め
、
一
年
間

美
校
に
預
け
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
朝
倉
は
、
こ
の
修
復
で
逆
に

ロ
ダ
ン
の
技
法
を
十
分
に
研
究
で
き
た
と
、
の
ち
の
ち
語
っ
て
い

た
。
地
震
の
話
を
フ
ラ
ン
ス
で
き
い
た
デ
ル
ス
ニ
ス
は
、
二
年
後

あ
ら
た
め
て
今
度
は
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
寄
贈
す
る
。
い
ま
も
正
木
記

念
館
と
旧
芸
術
資
料
館
の
内
庭
に
あ
る
像
で
あ
る
。

こ
の
大
地
震
を
機
に
、
日
本
は
右
傾
化
し
て
い
く
の
だ
が
、
美

校
の
自
由
と
明
る
さ
は
、
不
思
議
な
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も

し
ば
ら
く
続
い
た
ら
し
い
。
治
安
維
持
法
が
公
布
さ
れ
た
一
九
二

五
年
か
ら
は
、
軍
事
教
練
が
始
ま
っ
た
。
ま
る
で
美
校
生
を
さ
し

た
か
の
よ
う
な
「
現
代
の
青
年
が
一
般
に
芸
術
を
愛
し
、
文
弱

に
流
れ
つ
つ
あ
る
」
傾
向
の
矯
正
と
、「
健
全
な
る
生
活
」
が
め

ざ
さ
れ
た
。
文
部
省
の
「
体
育
デ
ー
」
に
従
い
、
翌
二
六
年
に

は
運
動
会
が
、
ま
た
二
七
年
か
ら
は
野
外
演
習
も
始
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
当
初
、
教
官
も
無
理
強
い
は
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
学
生

は
教
練
に
は
下
駄
や
草
履
で
バ
ラ
バ
ラ
の
服
装
、
野
外
演
習
も

体
育
や
遠
足
気
分
で
結
構
楽
し
ん
で
い
た
ら
し
い
。
当
時
の
時

勢
か
ら
す
れ
ば
目
く
じ
ら
も
の
だ
ろ
う
が
、
今
か
ら
見
れ
ば
む
し

ろ
こ
っ
ち
の
方
が
健
全
に
も
見
え
る
。
ひ
い
き
目
だ
ろ
う
か
。

（
さ
と
う
・
ど
う
し
ん
／
美
術
学
部
芸
術
学
科
助
教
授
）

東京美術学校1923年

関東大震災
――時代をかえた9月1日

佐藤道信
日本近代美術史。主要著書『〈日本美術〉誕生－近代日本の「ことば」
と戦略』『明治国家と近代美術－美の政治学』

ロダン「青銅時代」
1925年寄贈

震災漫画記「校内慰問袋配給の事」

震災漫画記「正木校長先生、鈴川先生親
子対面を見て涕泣の事」

震災漫画記「避難者に水接待の事」
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タイムカプセルに乗っ

近
年
は
年
末
に
な
る
と
、「
第
九
」
公
演
が
日
本
各
地
で
年

中
行
事
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
第
九
番
全
四
楽
章
が
日
本
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
た

の
は
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
十
一
月
二
十
九
日
と
三
十

日
で
あ
る
。
東
京
音
楽
学
校
第
四
十
八
回
定
期
演
奏
会
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。
両
日
と
も
大
盛
況
で
、
一
週
間
後
の
十
二
月
六

日
に
は
追
加
公
演
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
た
満
員
で
あ
っ
た
。

指
揮
は
ド
イ
ツ
人
の
グ
ス
タ
フ
・
ク
ロ
ー
ン
。
お
雇
い
外
国
人
教

師
と
し
て
の
十
二
年
間
の
在
職
中
に
、
彼
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

九
つ
あ
る
交
響
曲
の
う
ち
、
六
曲
の
本
邦
初
演
を
手
が
け
た
。

「
第
九
」
初
演
は
、
ク
ロ
ー
ン
の
日
本
に
お
け
る
総
仕
上
げ
的
仕

事
で
あ
っ
た
。

初
日
の
十
一
月
二
十
九
日
の
聴
衆
の
中
に
は
、
物
理
学
者
の

寺
田
寅
彦
（
一
八
七
八
ー
一
九
三
五
）
も
い
た
。
彼
こ
そ
、
夏

目
漱
石
の
小
説
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
出
て
く
る
洋
楽
好
き

の
理
学
士
、
水
島
寒
月
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
寅
彦
は
い
ろ
い
ろ
な

楽
器
を
嗜
ん
だ
。
な
か
で
も
高
校
時
代
に
始
め
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

は
、
東
京
帝
大
の
物
理
学
教
授
と
な
っ
た
後
も
独
学
で
続
け
、
四

十
四
歳
か
ら
は
、《
叱
ら
れ
て
》
や
《
靴
が
鳴
る
》
の
作
曲
者
と

し
て
有
名
な
音
楽
学
校
教
授
、
弘
田
竜
太
郎
（
一
八
九
二
―
一

九
五
二
）
に
師
事
し
て
基
礎
か
ら
学
び
直
す
ほ
ど
の
徹
底
ぶ
り
で

あ
っ
た
。「
第
九
」
の
記
念
碑
的
な
初
演
に
あ
た
っ
て
も
、
寅
彦

は
事
前
に
ス
コ
ア
を
買
い
込
み
、
レ
コ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
「
タ
ク

ト
を
振
り
な
が
ら
」
念
入
り
に
予
習
し
た
。
Ｓ
Ｐ
盤
で
十
数
枚

に
な
る
「
第
九
」
は
、
蓄
音
機
で
聴
く
だ
け
で
も
大
仕
事
で
あ
る
。

夏
目
漱
石
は
英
国
留
学
か
ら
帰
っ
た
明
治
三
十
年
代
後
半
、

洋
楽
フ
リ
ー
ク
の
寅
彦
に
連
れ
ら
れ
て
し
ば
し
ば
奏
楽
堂
に
通
っ

た
。
そ
の
漱
石
も
大
正
五
年
に
他
界
し
て
お
り
、
寅
彦
は
自
分

と
同
じ
漱
石
門
下
の
親
友
、
小
宮
豊
隆
を
「
第
九
シ
ン
ホ
ニ
ー

へ
行
く
気
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
、
ま
ず
十
一
月
十
八
日
づ
け
の

葉
書
で
誘
っ
た
。
そ
の
数
日
後
に
は
チ
ケ
ッ
ト
を
同
封
し
て
、

「
椅
子
の
番
号
が
Ｈ
19
20
と
い
う
よ
う
に
並
び
に
な
つ
て
居
る
か

ら
、
別
々
に
行
っ
て
も
一
処
に
な
れ
ま
す
。
併
し
何
な
ら
一
時
に

地
震
学
教
室
迄
御
誘
ひ
被
下
ば
そ
れ
か
ら
上
野
迄
一
処
に
あ
る

い
て
も
結
構
と
存
じ
ま
す
」
と
、
手
紙
を
送
っ
た
。
さ
ら
に
演
奏

会
前
日
の
二
十
八
日
に
も
、
小
宮
に
宛
て
、「
娘
の
嫁
入
も
大
事

だ
が
お
や
ぢ
の
内
部
生
活
も
大
事
だ
か
ら
万
障
繰
合
せ
、
昼
食

位
は
棄
権
し
て
も
第
９
ジ
ュ
ン
ホ
ニ
ー
だ
け
は
出
席
致
度
存
じ
ま

す
」
と
、
一
筆
し
た
た
め
て
い
る
。
実
は
、
寺
田
家
で
は
三
十

日
に
長
女
貞
子
の
結
婚
式
を
控
え
て
い
て
、
そ
の
準
備
に
何
か

と
忙
し
か
っ
た
の
だ
が
、
寅
彦
は
自
分
自
身
の
「
内
部
生
活
」
を

優
先
さ
せ
た
。

ク
ロ
ー
ン
指
揮
の
ラ
イ
ヴ
公
演
を
見
て
、
寅
彦
は
ひ
と
か
た
な

ら
ず
感
動
し
た
よ
う
だ
。
彼
の
興
奮
は
一
カ
月
以
上
経
っ
て
も
醒

め
な
か
っ
た
。
日
記
に
よ
る
と
、
大
晦
日
に
は
朝
か
ら
、
新
し
く

買
っ
た
指
揮
棒
を
振
り
な
が
ら
、
ま
た
も
「
第
九
」
の
レ
コ
ー
ド

を
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
使
い
勝
手
と
し
て
、「
棒
が
長
い

だ
け
に
、exp

ressio
n

のam
p
litud

e

が
大
き
い
」
と
記
し
て
い

る
の
は
、
い
か
に
も
物
理
学
者
ら
し
い
。

東
京
音
楽
学
校
で
は
一
九
二
四
年
四
月
の
新
学
期
早
々
、
教

官
と
学
生
が
総
出
で
「
第
九
」
の
猛
練
習
を
始
め
た
。
彼
ら
演

奏
家
た
ち
は
七
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
努
力
に
努
力
を
重
ね
た
が
、

寺
田
寅
彦
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
周
到
な

予
習
と
復
習
を
し
た
聴
衆
も
い
た
の
で
あ
る
。

（
た
き
い
・
け
い
こ
／
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
助
手
）

東京音楽学校1924年

ベートーヴェン
「第九」の
本邦初演
瀧井敬子
音楽学（ドイツ・ロマン派、および日本洋楽草創期の研究）。主要論文
「幸田露伴と音楽、そして妹の延」「東西音楽の接点－音楽におけるジャ
ポニスムの一断面」

左：クローン指揮の東京音楽学校管弦楽団と合唱団
上：寺田寅彦（1920年頃の自画像）
右：小宮豊隆宛の1924年11月18日付けの絵葉書


